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「21 世紀型能力」の育成を目指す算数の授業
杉能　道明※
Mathematics Classes Aiming at Raising "the Ability of the 21st Century Model"
Michiaki Sugino
　On November 20, 2014, the Minister of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology consulted it for the revision of the next Course of Study in a conference of the 
Central Council of Education. He pointed out that "a time of a severe challenge" will come 
in the future, and pointed out the problem of children's ability. Furthermore,in the next 
Course of Study, it was suggested that necessary nature and ability will be made much of 
for surviving in the future.
　What is the necessary nature and ability? It is "the ability of the 21st century model".
The National Institute for Educational Policy Research started in form in response to this 
question. What is "the ability of the 21st century model?" How should we raise this ability 
in mathematics classes?
　This ability consists of three levels of structure. "The ability to think" is the core,and 
"the power of basics" support it,and "the ability of practice" directs to how to use them. I 
considered how children  should look back on their thought and how they raise "the ability 
to think" in a mathematics class.First, in the class of the solution to the problem type, 
children will solve the ploblem by themselves. Next,they will raise "the ability to think" 
through the examination of the thought. I found that "reflection" based on "critical thinking" 
are particularly important in "the ability to think".
Key words : the ability of the 21st century model, the ability to think, critical thinking
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１．はじめに
　次期学習指導要領の改訂に向けて，育成
すべき「資質・能力」に注目が集まってい
る。このような背景の中，国立教育政策研
究所が提案しているのが「21 世紀型能力」
である。「21 世紀型能力」とは何か？この
能力を算数の授業の中でどのように育てて
いけばよいのか？
２．「21 世紀型能力」とは何か
（1）育成すべき「資質・能力」重視の背景
　平成 26 年 11 月 20 日，次期学習指導要
領の改訂に向けて，文部科学大臣が中央教
育審議会に諮問（以下「Ｈ 26 諮問」とす
る。）を行った。そのＨ 26 諮問の中では，「今
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平和で民主的な国家及び社会の形成者とし
て必要な資質を備えた心身ともに健康な国
民の育成を期して行われなければならな
い」（下線：筆者）と記されているとおり，
資質・能力の育成を重視している。
（2）子どもたちの課題と算数の果たす役割
　Ｈ 26 諮問では，子どもたちの課題として，
① 判断の根拠や理由を示しながら自分の考
えを述べること
② 自己肯定感や学習意欲，社会参画の意識
等が国際的に見て低いこと
が挙げられている。これらの課題は，算数
科の授業の中でも対応が可能であると考え
る。
　算数科の授業では，その教科の目標にも
あるように，「見通しをもち筋道を立てて
考え，表現する能力を育てる」ことが期待
されている。筋道を立てて考えることは，
根拠を明らかにしながら，一歩ずつ進めて
いくという考えである。この考えは他教科
等においても目指しているところである
が，特に算数科の授業では，帰納的に考え
たり，演繹的に考えたりする場面が数多く
現れる。さらに，算数の内容がもつ系統性
や客観性から見ても，筋道を立てて考える
力を伸ばすことに大きな貢献ができると考
える。算数科では考えることだけを大切に
しているのではない。考えたことを表現す
ることも大切にしている。自分の考えを説
明したり，友達と伝え合ったりする言語活
動を充実させることで，課題「①判断の根
拠や理由を示しながら自分の考えを述べる
こと」の解決に向けて対応していくことが
できると考える。
　算数科の授業では，学習の振り返り活動
が重視されている。学習の振り返りを「分
かったこと」「できるようになったこと」
などの視点で行うことで，自己の変容を自
覚できるようにする。この中で，自己肯定
の子どもたちやこれから誕生する子どもた
ちが，成人して社会で活躍する頃には，我
が国は，『厳しい挑戦の時代』を迎えてい
る」と予想されている。社会構造や雇用環
境は大きく変化し，子どもたちが就くこと
になる職業のあり方についても，現在とは
様変わりすることになるだろうと指摘され
ている。アメリカのデューク大学の研究者
キャシー・デビットソンは，「2011 年度に
アメリカの小学校に入学した子どもたちの
65％は，大学卒業時に今は存在していない
職業に就くだろう」と述べている。全く予
想できない時代がやってくる。
　Ｈ 26 諮問の中では，子どもたちの課題
や未来の予想から，今後は，一人一人の可
能性をより一層伸ばし，新しい時代を生き
る上で必要な「資質・能力」を確実に育ん
で行くことを目指し，未来に向けて学習指
導要領等の改善を図る必要があると述べて
いる。
　Ｈ 26 諮問には，未来を生きる子どもた
ちには，「変化を乗り越え，伝統や文化に
立脚し，高い志や意欲をもつ自立した人間
として，他者と協働しながら価値の創造に
挑み，未来を切り開いていく力を身に付け
ることが求められ」（下線：筆者）ると述
べられている。「自立」「協働」「創造」は
新しい教育理念であり，「自立」とは「自
分で考え判断できること」，「協働」とは「考
えの異なる他者とも対話できること」，「創
造」とは「対話を通して自分の考えや社会
をよくすること」と考えられる。この３つ
の教育理念は，「育成すべき資質・能力を
踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に
関する検討会―論点整理―」（平成 26 年３
月 31 日取りまとめ）で提案されていたも
のである。
　振り返ると，日本の教育は，平成 18 年
に改正された教育基本法の第１条の教育の
目的に，「教育は，人格の完成を目指し，
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（4）「21 世紀型能力」とは何か
　同報告書によると，「21 世紀型能力」を
次のように説明している。
「21 世紀型能力」の説明
　学力の三要素（１ 基礎的・基本的な知識・
技能の習得，２ 知識・技能を活用して課題
を解決するために必要な思考力・判断力・
表現力等，３ 学習意欲）を「課題を解決す
るため」の資質・能力という視点で再構成
し，さらに，「確かな学力」と「豊かな心」，
「健やかな体」の育成という現行学習指導
要領が目指す知・徳・体を総合的に関連づ
けて捉えた上で，これらの学校教育で身に
付けさせたい資質・能力として示したもの
である。
　さらに，その構造図とともに次のように
説明している。
感が育つと考える。振り返りは，「これか
らしてみたいこと」という視点で行うこと
もある。ここで出てくる内容は次の学習に
向けての子どもの課題であり，学習意欲に
つながると考える。「これからしてみたい
こと」の中には，自分の分からなかったこ
と，できなかったことなどマイナスの点に
気付き，それを課題としていることもある。
自己肯定感は，自分のマイナス面も含めて
自分のままでよい，と考えることなので，
自分を振り返ることは自己肯定感の醸成に
もつながると考える。算数科の授業の中で
の「社会参画の意識」とは何か。自分の考
えをもち，それを友達と伝え合い学び合い
よりよい考えを目指すことだと考える。ま
ず，友達任せにするのではなく，きちんと
自分の考えをもって話し合いに参加するこ
とが大切である。そして，いろいろな考え
が出される中で，考えは本当に正しいのか，
この考えの根拠は何なのか，いくつかの考
えの共通点は何か，最もよい考えはどれな
のか，もっとよい考えはないのか，等の目
的意識をもって考えを検討し，みんなの考
えを統合し，合意形成をしていくことが期
待されている。このように考えると，課題
「②自己肯定感や学習意欲，社会参画の意
識等が国際的に見て低いこと」の解決に向
けて対応していくことができると考える。
（3）「21 世紀型能力」の登場
　国立教育政策研究所は，平成 21 年度か
らプロジェクト研究「教育課程の編成に関
する基礎的研究」を立ち上げた。この研究
は，「社会の変化の主な動向等に着目しつ
つ，今後求められる資質や能力を効果的に
育成する観点から，将来の教育課程の編成
に寄与する選択肢や基礎的な資料を得る」
ことを目的に平成 25 年度まで実施された。
この研究の平成 24 年度の報告書４で提案
されたのが「21 世紀型能力」である。
「21 世紀型能力」の構造図
21世紀型能力
実践力
・自律的活動力
・人間関係形成力
・社会参画力
・持続可能な未来づくりへの責任
思考力
・問題解決・発見力・創造力
・論理的・批判的思考力
・メタ認知・適応的学習力
基礎力
・言語スキル
・数量スキル
・情報スキル
思考力を中核とし，
それを支える基礎力と，
使い方を方向付ける実践力の
三層構造　　　　　　　　（下線：筆者）
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道を立てて考える」ことができる力である。
考えが出たら終わりではなく ,「本当に正
しいか , 根拠は確かか , もっとよい考えは
ないか」などと吟味・比較・検討すること
ができる力でもある。「思考力」の中でも ,
自立・協働・創造という新しい教育理念と
も関連して特に重要な思考力だと考える。
　「メタ認知・適用的学習力」は，自らの
学習の遂行状況を成果基準に照らしてモニ
ターし制御する思考力である。計画に従っ
て学習を進め , その遂行が順調に進んでい
るかをモニターするとともに , 必要に応じ
て計画や学習活動を修正して自らの学習を
コントロールする力である。
　「実践力」とは何か。自律的活動力，人
間関係形成力，社会参画力，持続可能な未
来づくりへの責任から構成されている。こ
れは，新しい３つの教育理念「自立」「協働」
「創造」に対応している。「実践力」はさま
ざまな側面をもつが，まとめると，「生活
や社会，環境の中に問題を見いだし，多様
な他者と関係を築きながら答えを導き，自
分の人生と社会を切り拓いて，健やかで豊
かな未来を創る力」のことである。
　以上の「基礎力」「思考力」「実践力」は，
構造図にもあるように，それぞれ分離・独
立したものではなく，一体として捉えるべ
きものである。
（5）「論理的・批判的思考力」重視の理由
　私は「21 世紀型能力」の中核となる「思
考力」の中でも，「論理的・批判的思考力」
を重視すべきだと考える。その理由は２つ
ある。
　１つ目は，21 世紀を生きる子どもたち
には「人と関わる力」が大切だからである。
自立・協働・創造という新しい３つの教育
理念でいえば，「協働」のことである。「考
えの異なる他者とも対話できること」が求
められており，対話を通してよりよい解決
　「21 世紀型能力」は三層構造からなる。
「基礎力」「思考力」「実践力」の３つの力
で構成される。
　「基礎力」とは何か。言語スキル，数量
スキル，情報スキルの知識と技能の習熟を
目指したものである。端的にいえば，「言
語・数量・情報を道具とし，目的に応じて
使いこなす力」のことである。知識基盤社
会において求められるスキルは，「読み・
書き・計算」といった基礎的な知識・技能
では不十分である。文章等の連続型テキス
トだけでなく，図・表・グラフなどの非連
続型テキストも読みこなしたり，いろいろ
な情報を入手して学びや生活を工夫したり
することが必要になってくる。さらに，デ
ジタル・ネイティブと呼ばれる子どもたち
にとっては，当然，ＩＣＴの知識やスキル
も生活の中で不可欠なリテラシーとなって
きている。
　「思考力」とは何か。問題解決・発見力・
創造力，論理的・批判的思考力，メタ認知・
適応的学習力から構成されている。具体的
には，「問題を解くために，収集した情報
を既有知識等と関連付けて自分の考えをつ
くり，それを他者の考えとも比較吟味して
統合し，よりよい考えや知識を創り出す力，
さらに次の課題を見つけ，学び続ける力」
とまとめることができる。
　「問題解決・発見力・創造力」は，個人
あるいはグループで，課題を発見したり，
解決したり，新しいアイディアを生み出し
たりする思考力である。算数の授業では問
題解決型の授業を大切にしている。子ども
が課題をつかみ，既習事項を活用して自分
なりの考えをもち，友達と話し合ってより
よい考えをつくっていく。
　「論理的・批判的思考力」は，学習活動
のさまざまな問題解決のプロセスで , 物事
を多様な観点から論理的に考察する思考力
である。「見通しをもち , 根拠をもとに筋
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践の重要性を説いている。「反省的実践家
は行為しながら考える」という言葉もある
が，実際にはこの種の実践がいかに難しい
ものであるのかを説いている。
　「振り返り」は大切なものであるが，自
分ひとりで振り返り，自分の考えを客観的
に判断することは容易なことではない。そ
こで，他者の存在が大切になってくる。算
数の授業では，見出した自分の考えを友達
に説明したり，伝え合ったりしながら考え
を吟味・比較・検討していくことになる。
この過程の中で「批判的思考力」が磨かれ
ると考える。
３．「論理的・批判的思考力」育成のための方策
（1）どんな授業を目指すのか
　「論理的・批判的思考力」を育成するた
めには，どんな授業を目指せばよいのだろ
うか。端的にいえば，問題解決型の授業で
ある。
　問題解決型の授業は基本的に，①導入（問
題を把握し，課題をつかむ）→②自力解決
（既習事項を活用して自分の考えをもつ）
→③集団解決（友達と一緒に考えを共有し，
考えを吟味・比較・検討し，よりよい考え
を見出す）→④まとめ（学習を振り返り，
見出した考えのよさをまとめる），の４つ
の過程がある。この中でも，③集団解決の
過程を重視したい。
（2）教師の主な支援
　「論理的・批判的思考力」を育成するた
めには，まず，自分の考えをもつことが大
切であると考える。さらに，自分の考えを
もつことができたところで，自分の考えを
説明したり，友達と伝え合ったり，学級全
体で話し合ったりする活動を取り入れるこ
とが大切であると考える。それぞれについ
ての教師の主な支援を提案したい。
方法を創り出していくことが期待されてい
る。考えの異なる他者に自分の考えを納得
してもらうためには，根拠をもとに筋道を
立てて説明することで説得することが求め
られる。そこに論理的思考力が発揮される。
考えの異なる他者の説明を聞く際には，「本
当に正しいか。」「根拠は明らかか。」「どち
らの考えがよいか。」「もっとよい考えはな
いか。」などと考えながら聞く。そこに批
判的思考力が発揮される。「人と関わる力」
が大切だと考えられていることは，「人間
力」の構成要素の中に「社会・対人関係力
的要素」，「社会人基礎力」の中に「チーム
で働く力」が含まれていることからも明ら
かである。
　２つ目は，よりよい考えを創り出すには
「振り返り」が大切だからである。古来，「振
り返り」（リフレクション）は学問的にも
重視されてきた。Ｇ．ポリア（1975）は，「い
かにして問題をとくか」の中で，問題解決
を次の４つの段階でとらえている。
問題解決の４段階
　①問題を理解すること
　②計画を立てること
　③計画を実行すること
　④振り返ってみること
　　　　　　　　　（下線：筆者）
　Ｇ．ポリアの問題解決は，①理解→②計
画→③実行→④検討の４段階である。算数
の授業では，①問題場面を把握し，必要な
情報を収集する→②見通しをもつ→③自分
の考えをもつ→④自分と他者の考えを比
較，関連付け，統合，よりよい考えを見出
す→考えを適用する→新たな課題を見出
す，の流れになると考える。
　また，ドナルド・ショーン（1983）は，
反省的実践家という言葉を使い，反省的実
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したい。ただ，自分の考えがもてているこ
とが前提で，自分の考えをもつことができ
るように積極的な支援を行っておきたい。
②板書の工夫
　考えを話し合う際には，図を数，式，言
葉と結び付けることで，意味を確かにした
り，根拠をもとに説明したりしやすくする。
また，複数の考えを横に並べて比べやすく
する工夫も考えられる。
③聴く力・態度の育成
　友達の考えの説明を聞いて，「いいです。」
と応えたり，拍手で終わってしまったりす
ることがある。でも，これでは真の「論理的・
批判的思考力」は育成できない。疑問があっ
たり，確認したいことがあれば「質問」で
きるようにしたい。不十分な考えだと思え
ば，「付け足し」できるようにしたい。考え
に納得できたら，「よいところ」を発表した
い。聴く力・態度というのは，友達の考え
の説明を傾聴して熟考し，きちんと言葉で
返すことができる力・態度ととらえたい。
④発問の工夫
　「本当にこれでいいのかな」「どうしてこ
の式になったのかな」などと問いかけるこ
とで，根拠をもとに説明することを促すよ
うにする。いくつかの考えを比べて，「似
ているところはどこだと思うかな？」と問
いかけて既習事項を活用するよさに気付き
やすくしたり，「おすすめの考えはどれか
な？」と問いかけて，数理的な処理のよさ
に気付きやすくしたりする。
４．授業の実際
　平成 27 年６月に岡山大学教育学部附属
小学校で第１回教育実践発表会が開かれ
た。「21 世紀型能力の育成をめざした算数
科の授業づくり」というテーマで２つの授
業が公開された。その際の授業観察をもと
に考察する。
〈自分の考えをもちやすくする支援〉
①既習事項の習得
　本時の学習に必要な既習事項を本時ま
でに習得させておきたい。既習事項は，自
力解決で自分の考えを見出す手がかりと
なるものであり，また，友達に自分の考え
を説明する際に根拠となることが多い。ま
た，吟味・比較・検討する際の根拠にもな
る。また，習得が十分といえないときは，
必要に応じて振り返ることができるよう，
教室の側面に大切な既習事項や本時まで
に学習してきたことを掲示しておくこと
もできる。
②めあての焦点化
　何を使って（方法の見通し），どんな答
えを目指すのか（結果の見通し）などの見
通しをもつことができれば，子どもは主体
的に学習に取り組むことができる。本時の
学習の課題が明確になるように，問題の工
夫，数値や条件の吟味，問題提示の工夫，
発問の工夫などを行うべきだと考える。
③算数的活動の工夫
　本時の学習に最適な算数的活動を工夫し
たい。例えば，計算の仕方を数図ブロック
を使って考える，面積の求め方をワーク
シートの図に線を引いたり式を書き込んだ
りして考える，などである。既習事項を想
起し，自分の考えを表現しやすい工夫が求
められる。自力解決は「自分に説明する」
活動と位置付けることができる。友達に説
明する基盤をつくることになる。
④個に応じた支援
　自力解決の際の机間指導では，自分の考
えがもつことができるように個に応じた支
援を行いたい。
〈伝え合い話し合いやすくする支援〉
①ペア，小グループで話し合う活動
　ペア，小グループで話し合う活動を取り
入れることで，全員が表現する活動を保証
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もの代表が乗客となり，いろいろな駅で
乗客が乗り降りする活動にした。
・ 乗客の人数に着目させ，人数が増えたり
減ったりすることに気付いてきたところ
で，「お客さんの数を確かめるために，
便利なものは何か。」と問いかけ，数図
ブロックを置いていけばよい，という活
動の見通しをもちやすくした。
　めあて
　　　　なんにんになったのかな？
○ 電車に乗り降りする様子を役割演技やこ
とば，数図ブロックの操作などで表し，
お客さんの人数を考える。
・ 電車の車両の枠を示したワークシートを
配布することで，役割演技をしない子ど
もも，数図ブロックを操作してお客さん
の数を考えやすくした。
〈子どもたちの姿〉
　はじめ電車に５人乗っていて，「いぬえ
き」で３人降りて，「さるえき」で５人乗っ
て，「きじえき」で４人降りる，というお
話をしながらブロックを動かす姿が見られ
た。しかしながら，最後に３人になったこ
とを確かめたあとは，何度も操作を繰り返
す姿はあまり見られなかった。
○ お客さんの人数を役割演技や言葉，数図
ブロックの操作などをつなげて確かめ
合う。
・ 自分の考えがもてたところで，教師があ
えて数を数え間違えたり，誤答を提示し
たりすることで，「本当に数があっている
のかな？」という疑問や「先生や友達に
正しい数を説明したい」といった相手意
識をもたせやすくした。→「批判的思考」
・ 席が隣同士の友達とお互いのワークシー
トの上で数図ブロックを操作しながら自
分の言葉で説明させるようにした。その
際，「自分の考えと同じか違うか」など
の視点を示した。
（1）第１学年「ふえたりへったり」
　この授業は，たし算，ひき算の素地とな
る学習である。
①単元目標
○ 数が「ふえたり」「へったり」する事象
に興味・関心をもち，進んで変化の様子
をとらえようとする。
　　　　　　　（関心・意欲・態度）
○ 数の増減の意味を具体的な事象や操作と
関連付けて考えることができる。
（数学的な考え方）
○ 数の増減に着目し，「ふえた」「へった」
という言葉で話をしたり，数図ブロック
を操作したりすることができる。（技能）
○ 数が「ふえたり」「へったり」する事象
について，作業的・体験的な活動を通し
て，その意味を理解している。
（知識・理解）
②単元計画（全１時間）
　 第１時　「でんしゃごっこ」を通して，
数の増減する場面を体験的に考える。
（本時）
③本時の目標
　「でんしゃごっこ」を通して，数が「ふ
えたり」「へったり」する事象について進
んで数の増減の様子をとらえ，数の増減を
表す言葉に対応して，数図ブロックで操作
したり，数図ブロックで操作したことを言
葉で表したりするなど，数の増減の意味を
具体的な事象や操作と関連付けて考えるこ
とができる。
④本時の学習活動と教師の支援
○問題場面を把握し，本時のめあてをつかむ。
・ 電車で通学している子どもも多いことか
ら，実際に電車ごっこを行い，問題場面
を把握しやすくした。教師が車掌，子ど
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という日常用語を使いながら，数図ブロッ
クを電車の枠の中に入れる操作をするこ
とが大切なのではないか。これが数学用語
の「ふえる」につながると考えられる。電
車から「降りました」「いなくなった」「降
りていなくなった」という日常用語を使い
ながら，数図ブロックを電車の枠の中から
出す操作をすることが大切なのではない
か。これが数学用語の「へる」の意味理解
につながると考えられる。つまり，本時の
めあては，「ふえたりへったりするようす
がよくわかるように , おはなしをしながら
ブロックをうごかそう。」がよかったと考
える。
　電車ごっこという子どもたちの生活に身
近な活動を取り入れたことには意味がある
と考える。しかしながら，電車ごっこを見
ている子どもは数を意識できるが，してい
る子どもは数を意識しにくい。そこで，数
図ブロックを操作することで再構成するこ
とが大切だと考える。また，板書に数図ブ
ロックの動きを「→」で示したが，むしろ，
はじめ→中→おわりの３段階の図で示した
ほうが言葉を引き出しやすいと考えた。
（2）第５学年「合同な図形」
　この授業は，「四角形の内角の和が 360°
になることを演繹的に考え説明する」算数
的活動をねらった学習である。
①単元目標
○ 身の周りの図形の見方に関心をもち，進
んで合同な図形の性質を調べたり，作図
したりしようとする。
（関心・意欲・態度）
○ 合同の観点から既習の基本図形の性質を
考えたり，合同な三角形の作図を通して，
形や大きさのきまり方を考えたりするこ
とができる。　　　　（数学的な考え方）
○ 図形の合同や頂点，辺，角の対応につい
・ 板書には，各駅でどのように乗客が乗り
降りしたかを図と言葉で示した。例えば，
「いぬえき」で３人降りる，という場面
を次のように「→」を使って示した。
120°
80°
85°75°
A
A
B C
A
D
A
B C
D
D
CB
A
B C
D
D
BC
５人から３人へったので
２人になりました。
⑤本時の授業の考察
　１年生の「論理的・批判的思考力」につ
いて考えると，１年生の発達段階は，「自
己中心的」といわれているため，物事を客
観的に批判できる段階ではないかもしれな
い。そのため，教師が「本当？絶対？」と
揺さぶり，振り返りのきっかけをつくるこ
とが大切だと考える。子どもが，「だって，
〜だから。」と理由を説明し始めたら，根
拠をもとに説明する力，論理的な思考力に
つながっていく。
　また，１年生は語彙も少なく，自分の思
いや考えがうまく言葉にならない段階であ
る。だから，数図ブロック等の具体物を操
作することで説明したり，体を動かして説
明したりする身体的表現も言語活動として
認め，それを次第に内面化して，言葉や数・
式につなげていくことが大切ではないか。
　本時の授業では，「本当に数は合ってい
るのか」という揺さぶりだったが，本時の
ねらいは本当に「答えがいくつ？」という
結果を確かめることなのだろうか。むしろ
「ふえたり」「へったり」する現象，単元名
そのものの意味理解が大切なのではない
かと考える。これがたし算・ひき算の意味
理解につながり，数学言語の「ふえる」「へ
る」につながっていく。だから，電車に「乗
りました」「乗ってきました」「入りました」
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めあて
四角形の角の和の求め方を考えて説明
しよう。
○ 四角形の角の和の求め方を考える。
・ ワークシートに四角形と角の和の求め方
がかきこめる欄を設けることで，図と式や
説明を結び付けやすくした。
・ 考えがもてない子どもには，三角形の角
の求め方を振り返らせ，角を１点に集め
たり，分度器を測ったりしたことに気付
きやすくした。
〈子どもたちの姿〉
　全員の子どもが１つ以上の考えをもつこ
とができていた。
○ 四角形の角の和の求め方を話し合う。
・ 話し合う際には，黒板に提示した四角形
を指さしながら説明させることで，図や
式と説明を結び付けやすくした。
・ 意図的な指名を行い，次の４つの考えを
順に取り上げた。
て理解し，合同な図形を作図することが
できる。　　　　　　　　　　　（技能）
○ 合同の意味や，合同な図形の性質，作図
の仕方を理解する。　　　（知識・理解）
②単元計画（全 11 時間）
第一次　合同な図形（３時間）
第二次　合同な図形の作図（３時間）
第三次　三角形・四角形の角
　第１時　三角形の角の和
　第２時　三角形の角の和の適用
　第３時　四角形の角の和（本時）
　第４時　五角形の角の和
　第５時　確かめ
③本時の目標
　三角形の角の和の求め方を使って，四角
形の角の和の求め方を考えたり説明したり
することができる。
④本時の学習活動と教師の支援
○ 本時の課題をつかむ。
・ 一般の四角形ＡＢＣＤの図を提示して観
察させることで，全時までの三角形との
違いに気付きやすくし，次のような問題
を提示した。
問題　四角形の４つの角の大きさの和
は何度でしょう。
・ 四角形の角の和は，三角形の角の和と比
べて，どうなりそうかを問いかけ，角が
４つあるので 180°より大きくなりそうだ
という結果の見通しをもちやすくした。
・ どうすれば四角形の和を求めることがで
きそうか問いかけることにより，習った
三角形の角の和の求め方を使えばよさそ
うなことに気付いたところで，本時のめ
あてを次のように決めた。
考え１　切った角を１点に集める
120°＋ 80°＋ 75°＋ 85°＝ 360°
考え２　分度器で測り，４つの角の和を求める
　４つの角の大き
さを分度器で測り，
４つの角の大きさ
をたした。
120°
80°
85°75°
A
A
B C
A
D
A
B C
D
D
CB
A
B C
D
D
BC
５人から３人へったので
２人になりました。
四角形の４つの角を１点に集めた。
１回転の角の大きさは 360°
120°
80°
85°75°
A
A
B C
A
D
A
B C
D
D
CB
A
B C
D
D
BC
５人から３人へったので
２人になりました。
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角の和の求め方をしてきた子どももいる。
これらは，子どもの素朴な反応と考えたい。
また，既習事項をもとに考えを進めるとい
う類推的思考の表れともとらえられる。
　考え３の話し合いの中では，「対角線」
という用語や，「どんな三角形も」という
一般性をとらえた大切な言葉も子どもが使
えていて素晴らしいと感じた。また，子ど
もからは出にくかったので，教師が発問し
たが，「どうして三角形に分けたの？」と
いう問いかけがあった。子どもの説明では
抜けてしまいやすい根拠を引き出す大切な
発問だったと考える。
　「論理的・批判的思考」という視点で 子
どもの説明の姿を振り返ると，「まず〜，
次に〜」という言葉を使った筋道を立てた
説明ができていた。考え４の誤答が出た際
には，質問や付け足しをする中で，正しい
求め方を共有する姿も見られた。既習事項
を活用した考え１，考え２が出され，また，
本時のねらいである演繹的に考え説明する
考え３，考え４も出てきた。
　時間の関係で４つの考えを比べる活動
が少なくなった。共通点や相違点を話し
合う中で，どの考えも結果は 360°になっ
た，習った学習を使って考えているという
共通点や，考え３や考え４の手際のよさに
も気付くことができればよいと考える。更
に，「この四角形だからたまたまできたの
かな。」という教師の問いかけに対して，「ど
んな四角形でも４つの角の和は 360°。三
角形の３つの角の和が 180°ということを
使えば簡単に求められる。」などという振
り返りができればよいと考える。
５．成果と今後の課題
　「21 世紀型能力」は厳しい挑戦の時代を
生きる子どもたちに育成すべき資質・能力
を考え提案されたものである。この能力は，
三層構造からなる。「思考力」を中核とし，
　授業では，この考え４をある子どもが
「180°×４＝ 720°，720°÷２＝ 360°」と発
表してきた。この子どもは他の考えも聞
いて 360°という答えに確信をもっており，
結果の見通しがあった上で，考え方の間違
いがあった。それを他の子どもたちが質問
や付け足しをしながら，正しい考えに修正
し，考えを共有することができた。
⑤本時の授業の考察
　本授業は，第５学年の算数的活動に例示 
されている「四角形の４つの角の和が 360°
になることを演繹的に考え説明する活動」
の場面である。「どんな三角形の内角の和
も 180°である」という既に明らかになっ
ていることをもとにして考えを進めてい
く演繹的に考え説明することが期待され
ている。
　本時，子どもたちの中には，この演繹的な
考え方だけでなく，考え１や考え２などの
三角形の内角の和を求める際に見出した内
考え 3　１本の対角線で 2 つの三角形に分ける
　対角線ＡＣで２つ
の三角形に分けた。
　どんな三角形も３
つの角の和は 180°
で，その２つ分だか
ら，180°×２＝ 360°
120°
80°
85°75°
A
A
B C
A
D
A
B C
D
D
CB
A
B C
D
D
BC
５人から３人へったので
２人になりました。
考え 4　2 本の対角線で 4 つの三角形に分ける
　２本の対角線で 4
つの三角形をつく
る。 三 角 形 が 4 つ
で き る の で，180 °
× 4 ＝ 720 °中 央 の
360°はいらないから， 
720°－ 360°＝ 360°
112
算数の授業の中でどのように育成していく
べきかを考えていきたい。
引用・参考文献
Ｇ . ポリア（1975）「いかにして問題をとく
か」，丸善株式会社
ドナルド・ショーン（2001）「専門家の知恵
―反省的実践家は行為しながら考え
る」，ゆみる出版
勝野頼彦（2012）「社会の変化に対応する
資質や能力を育成する教育課程編成の
基本原理」，国立教育政策研究所
勝野頼彦（2013）「社会の変化に対応する
資質や能力を育成する教育課程編成の
基本原理」，国立教育政策研究所
文部科学省（2014）「育成すべき資質・能
力を踏まえた教育目標・内容と評価の
在り方に関する検討会―論点整理―」，
文部科学省
（財）理数教育研究所（2014）「Rimes  No.10」， 
（財）理数教育研究所
（財）理数教育研究所（2014）「Rimes No.11」， 
（財）理数教育研究所
それを支える「基礎力」と，使い方を方向
付ける「実践力」の三層である。中核とな
る「思考力」の中でも特に，「論理的・批
判的思考力」をもとにした「振り返り」が
大切である。算数の授業づくりの中でどの
ように「振り返り」を行い「思考力」を育
てていけばよいのか，授業観察を通して考
察した。
　問題解決型の授業の中で，まず，自分の
考えをもつ。次に，考えの共有・検討を通
して，統合・合意形成をしていくことが「思
考力」を育てることになると考えた。算数
科の授業は答えが出たら終わり，ではな
い。答えや答えを導き出した過程を振り返
り，「本当に正しいのか」「根拠は何なのか」
「もっとよい考えはないのか」などと批判
的に思考することこそが「思考力」を育て
ることにつながると考える。それは，友達
と一緒に学んで新たな価値を生み出すとい
う「協働」の役割でもある。
　今後も，学習指導要領の改訂の動向に注
目しつつ，21 世紀を生き抜く子どもたち
にどんな資質・能力が必要なのか，そして，
